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て
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あ
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て
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か
た
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て
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わ
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き
の
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こ
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く
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う
い

　

　

え

　

　

　

ほ
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や

　

　

　

い
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の
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こ
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い

つ

　

　
い
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ぢ
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す
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ん

て
ん

わ
う

　

は
う
む

景
行
天
皇
、
垂
仁
帝
の
第
三
子
な
り
。

母
は
日
葉
酢
媛
皇
后
。

天
皇
、
身
長
一
丈
二
寸
、

脛
四
尺
一
寸
。
垂
仁
帝
の
三
十
年
、

天
皇
、
兄
五
十
瓊
敷
命
と
と
も
に
、

帝
の
側
に
侍
る
。

帝
の
曰
く
、

二
子
、
試
に
情
願
を
言
へ
と
。

五
十
瓊
敷
命
曰
く
、

願
は
く
は
弓
矢
を
得
ん
と
。

天
皇
曰
く
、
皇
位
を
得
ん
と
欲
す
と
。

因
て
弓
矢
を
五
十
瓊
敷
命
に
賜
ひ
、

天
皇
に
謂
て
曰
く
、

汝
、
必
ず
朕
が
位
を
繼
げ
と
。

三
十
七
年
立
ち
て
皇
太
子
と
な
る
。

九
十
九
年
七
月
、
垂
仁
帝
崩
ず
。

十
二
月
十
日
壬
子
、
垂
仁
天
皇
を
葬
る
。



　
　

　

か
の
と
ひ
つ
じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
ち
の
と
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と
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さ
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つ
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と
と
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ゆ
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ん

ぎ
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ほ

つ

こ
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う
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な

き
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や

ぬ

し

お

し

を

た

け

お
こ
ゝ
ろ
の
み
こ
と

　
つ

か

こ

れ

　

ま

つ

　

　 元
年
辛
未
、
秋
七
月
十
一
日
己
卯
、

天
皇
、
位
に
　
く
。

是
を
大
足
彦
忍
代
別
天
皇
と
な
す
。

是
の
歳
、

田
道
間
守
、

香
菓
を
常
世
國
よ
り
得
て
　
る
。

二
年
壬
申
、

春
三
月
三
日
戊
辰
、

播
磨
稲
日
太
郎
媛
を
立
て
ゝ

皇
后
と
な
す
。

三
年
癸
酉
、
春
二
月
、

紀
伊
に
幸
し
て
、

親
ら
　
　
を
祭
ら
ん
と
欲
す
。

之
を
卜
ふ
に
、

吉
な
ら
ず
。

屋
主
忍
男
武
雄
心
命
を
遣
は
し
て
、

之
を
祭
ら
し
む
。
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か
の
え

た
つ
　

つ
い
た
ち

　
じ

ょ

う

よ

　
み

の
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い
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え
う
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む
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の
と
と
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ん

せ

い
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え
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す
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さ

　
は

　

　

や

ど
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み
な
み

　

の

ぞ

ぐ

ん

け

い

　

い

　

　

い

は

え

ん

き

む
ら
が

　

お

こ

ぞ
く
か
な
ら

　

こ

ゝ

四
年
甲
戌
、

春
二
月
十
一
日
甲
子
、

美
濃
に
行
幸
す
。

冬
十
一
月
庚
辰
の
朔
、
乗
輿
、

美
濃
よ
り
還
り
て
、

纒
向
に
都
す
。

是
を
日
代
宮
と
謂
ふ
。

十
二
年
壬
午
、
秋
七
月
、

熊
襲
叛
く
。

八
月
十
五
日
己
酉
、

車
駕
、
親
征
し
、

九
月
五
日
戊
辰
、

周
芳
の
娑
磨
に
次
る
。

天
皇
、
南
を
望
み
、

群
卿
に
謂
て
曰
く
、

烟
氣
簇
り
起
る
、

賊
必
ず
此
に
あ
ら
ん
と
。
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よ
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と
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と
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と
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ほ
と
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の

つ

ち

を

り

　

ゐ

を

り

　

　

い

先
武
諸
木
・
莵
名
手
・

夏
花
を
遣
は
し
て
、
之
を
覘
は
し
む
。

女
子
神
夏
磯
媛
と
い
ふ
も
の
あ
り
、

徒
衆
最
も
多
し
。

使
者
至
る
と
聞
き
、

八
尺
瓊
・
八
握
劒
・
八
咫
鏡
を
献
じ
、

迎
へ
降
り
て
、
告
げ
て
曰
く
、

我
が
族
、
今
既
に
徳
に
　
す
。

願
は
く
は
、
兵
を
下
す
こ
と
な
か
れ
。

更
に
四
賊
あ
り
、

其
の
莵
狹
川
の
上
に
居
る
者
を

鼻
垂
と
曰
ひ
、

御
木
川
の
上
に
居
る
者
を
耳
垂
と
曰
ひ
、

高
羽
川
の
上
に
居
る
者
を

麻
剥
と
曰
ひ
、

緑
野
川
の
上
に
居
る
者
を

土
折
・
猪
折
と
曰
ふ
。
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を
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き
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ね
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の
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は

や

　
ふ
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つ
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く

も

あ

を

　

　
い

　

　

　

し

ろ

　

　

い

各
要
害
を
據
守
し
て
、
皇
命
を
拒
絶
す
。

請
ふ
、
急
に
之
を
撃
て
と
。

是
に
於
て
、
武
諸
木
等
、

麻
剥
を
誘
ひ
降
し
、

賞
す
る
に
赤
衣
褌
及
び
雑
貨
を
以
て
し
、

之
を
し
て
三
賊
を
招
き
降
さ
し
め
、

至
る
に
随
ひ
て
、
悉
く
之
を
誅
す
。

天
皇
、
進
み
て
、

豊
前
の
長
峽
縣
に
至
り
、

行
宮
を
造
り
て
居
る
。

冬
十
月
、
天
皇
、

碩
田
國
に
至
る
。

速
見
邑
に
女
子
速
津
媛
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

邑
の
長
た
り
。

來
り
告
げ
て
曰
く
、

鼠
石
窟
に
二
の
土
蜘
蛛
あ
り
、

青
と
曰
ひ
、
白
と
曰
ふ
。
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な

直
入
縣
禰
疑
野
に
三
の
土
蜘
蛛
あ
り
、

打
　
と
曰
ひ
、

八
田
と
曰
ひ
、

國
摩
侶
と
曰
ふ
。

並
に
強
力
に
し
て
、

亦
徒
衆
多
し
。

皆
曰
く
、

皇
命
に
従
は
じ
と
。

若
し
強
て
之
を
召
さ
ば
、

兵
を
興
し
て
相
拒
が
ん
と
。

天
皇
、
之
を
悪
み
、

軍
を
來
田
見
邑
に
駐
め
、

權
に
宮
室
を
興
し
て
之
に
居
り
、

群
臣
と
議
す
ら
く
、

今
兵
衆
を
以
て
之
に
臨
ま
ば
、

彼
、
山
野
に
逃
れ
匿
れ
て
、

必
ず
後
の
患
を
為
さ
ん
と
。
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し

乃
ち
海
石
榴
を
以
て
椎
を
作
り
、

鋭
卒
を
簡
び
て
之
を
授
け
、

山
を
披
き
莽
を
排
き
て
、

直
に
石
窟
を
襲
ひ
、

之
を
稲
葉
川
の
上
に
破
り
て
、

悉
く
青
白
の
二
賊
を
殺
し
、

進
み
て
禰
疑
山
に
至
り
、

打
　
を
討
つ
。

賊
、
山
に
據
り
て
雨
の
如
く
に
射
る
。

天
皇
、
城
原
に
還
り
て
、

水
上
に
卜
ひ
、
兵
を
勒
し
て
、

先
ず
八
田
を
禰
疑
野
に
撃
ち
て

之
を
破
る
。

打
　
等
、

恐
懼
し
て
降
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。

聴
か
ず
。

皆
崖
谷
に
投
じ
て
死
せ
り
。
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ぞ
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ゐ
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か

や

　
せ
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や

　

　

　

　

　

も

の

し

う

る
ゐ
は
な
は

　

お

ほ

こ

れ

　

く

ま

そ

や

そ

た

け

る

　

　

い

　
そ

　

　
ほ

こ

あ

た

　

べ

初
め
天
皇
、
柏
峡
大
野
に
次
り
し
に
、

巨
石
の
長
さ
六
尺
な
る
も
の
あ
り
、

天
皇
、
祝
し
て
曰
く
、

朕
、
土
蜘
蛛
を
滅
す
こ
と
を
得
ば
、

石
を
蹶
る
こ
と
柏
葉
の
揚
る
が
如
く
な
ら
ん
と
。

因
て
之
を
蹶
る
。

果
し
て
其
の
言
の
如
く
な
り
き
。

故
に
、
其
の
石
を
名
け
て
蹈
石
と
曰
へ
り
。

十
一
月
、
日
向
に
幸
し
、
行
宮
を
起
つ
。

是
を
高
屋
宮
と
謂
ふ
。

十
二
月
五
日
丁
酉
、
熊
襲
を
討
た
ん
こ
と
を
議
す
。

群
卿
に
詔
し
て
曰
く
、
朕
聞
く
、

襲
國
に
は
、
賊
帥
厚
鹿
文
・

　
鹿
文
と
い
ふ
者
あ
り
て
、

醜
類
甚
だ
多
く
、

之
を
熊
襲
八
十
梟
帥
と
謂
ひ
、

其
の
鋒
當
る
可
ら
ず
と
。
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ふ

　

　り
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う

け

い

兵
寡
け
れ
ば
　
ち
賊
を
滅
す
に
足
ら
ず
、

多
け
れ
ば
　
ち
百
姓
害
を
被
る
。

何
を
以
て
か
鋒
刃
を
假
ら
ず
し
て
、

坐
な
が
ら
其
の
國
を
平
ぐ
る
こ
と
を
得
ん
と
。

時
に
一
臣
あ
り
、
進
み
て
曰
く
、

熊
襲
梟
帥
に
二
女
あ
り
、

市
乾
鹿
文
・
市
鹿
文
と
曰
ひ
、

勇
あ
り
て
、
且
つ
美
な
り
。

宜
し
く
啗
す
に
重
弊
を
以
て
し
て

之
を
誘
い
入
れ
、

其
を
し
て
之
を
圖
ら
し
む
べ
し
と
。

天
皇
、
之
に
從
ひ
、

二
女
を
招
き
入
れ
て
、

陽
に
市
乾
鹿
文
を
嬖
す
。

　
に
し
て
市
乾
鹿
文
、
奏
し
て
曰
く
、

熊
襲
の
服
せ
ざ
る
を
憂
ふ
る
こ
と
な
か
れ
。

妾
に
良
計
あ
り
と
。
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み
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の
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と
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と
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を
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ぬ
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の
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た

　

い

乃
ち
十
二
の
兵
を
從
へ
て
家
に
　
り
、

父
に
飲
ま
し
む
る
に
醇
酒
を
以
て
し
、

其
の
酔
ひ
臥
せ
る
を
伺
ひ
、

密
に
弓
弦
を
断
ち
、

従
者
を
し
て
進
み
て
之
を
殺
さ
し
む
。

天
皇
、
其
の
不
孝
を
惡
み
て
、

市
乾
鹿
文
を
誅
し
、

妹
市
鹿
文
を
以
て

火
國
造
に
賜
ふ
。

十
三
年
癸
未
、
夏
五
月
、

襲
國
、
悉
く
平
ぐ
。

十
七
年
丁
亥
、

春
三
月
十
二
日
己
酉
、

子
湯
縣
の

丹
裳
小
野
に
幸
し
、

東
を
望
み
て
　
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

歌
を
作
る
。

是
を
思
邦
歌
と
謂
ふ
。
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て
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く
に

　

い

た

十
八
年
戊
子
、
春
三
月
、
天
皇
、

　
に
京
に
向
は
ん
と
し
て
、

筑
紫
國
を
巡
狩
し
、
夷
守
に
到
る
。

諸
縣
君
泉
媛
、
食
を
献
ず
。

夏
四
月
三
日
甲
子
、
熊
縣
に
至
り
、

熊
津
彦
兄
弟
を
召
す
。

兄
熊
は
命
に
應
じ
、
弟
熊
は
來
ら
ず
。

兵
を
遣
は
し
て
之
を
誅
す
。

十
一
日
壬
申
、

海
に
泛
び
て
葦
北
の
小
島
に
泊
る
。

食
す
る
に
方
り
、

小
左
を
し
て
水
を
進
め
し
む
。

島
、
素
よ
り
水
な
し
。

小
左
、
　
　
に
祈
り
て
、

寒
泉
忽
ち
湧
き
け
れ
ば
、
酌
み
て
以
て
献
ず
。

因
て
水
島
と
號
く
。

五
月
壬
辰
の
朔
、
火
國
に
至
る
。



　

　

　

　

　

　

み

ず

の

と

ゐ

　

た

ま

き

な

の

む

ら

　

い

た

つ

ち

く

も

つ

つ

ら

　
　

ち

う

　

　

　

　

　

ひ

の

え

ね

　

　
あ

そ

の
く
に

　

　
い

た

　

　

　

　

　

　

　

　

き
の
え
う
ま

　み

け

の

く

に

　

い

た

た

か

だ

　

　

あ

ん

ぐ

う

　

を

　

　

　

ひ
の
と
と
り

　

　
や

め
の
あ
が
た

　

い

た

　

　

　

う
く

は
の
む
ら

　

　
い

た

　

　

　

　

　
つ
ち
の
と

う
し
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さ
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き
の
と
ひ
つ
じ
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と
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わ
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つ

六
月
三
日
癸
亥
、
玉
杵
名
邑
に
至
り
、

土
蜘
蛛
津
頬
を
誅
し
、

十
六
日
丙
子
、
阿
蘇
國
に
至
る
。

秋
七
月
四
日
甲
午
、

御
木
國
に
至
り
、

高
田
の
行
宮
に
居
る
。

七
日
丁
酉
、
八
女
縣
に
至
り
、

八
月
浮
羽
邑
に
至
る
。

十
九
年
己
丑
、
秋
九
月
二
十
日
癸
卯
、

天
皇
、
日
向
よ
り
至
る
。

二
十
年
庚
寅
、
春
二
月
四
日
甲
申
、

五
百
野
皇
女
を
し
て
、

天
照
大
　
を
祭
ら
し
む
。

二
十
五
年
乙
未
、
秋
七
月
三
日
壬
午
、

武
内
宿
禰
を
、

北
陸
及
び
東
方
諸
國
に
遣
は
し
て
、

地
形
民
風
を
觀
察
せ
し
む
。
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い

二
十
七
年
丁
酉
、
春
二
月
十
二
日
壬
子
、

武
内
宿
禰
、
東
國
よ
り
還
る
。

秋
八
月
、
熊
襲
又
叛
く
。

冬
十
月
十
三
日
己
酉
、

皇
子
日
本
武
尊
を
し
て
、

熊
襲
を
討
た
し
む
。

十
二
月
、
日
本
武
尊
、

川
上
梟
帥
を
誅
し
、

餘
黨
悉
く
平
ぐ
。

二
十
八
年
庚
戌
、
春
二
月
乙
丑
の
朔
、

日
本
武
尊
、

　
り
て
賊
を
平
ぐ
る
の
状
を
奏
す
。

四
十
年
庚
戌
、
夏
六
月
、
東
夷
叛
く
。

秋
七
月
十
六
日
戊
戌
、

天
皇
、
親
ら
斧
鉞
を

日
本
武
尊
に
授
け
て
、

之
を
征
せ
し
む
。
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も

つ

　

と

う

り
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う

　

し

ん

吉
備
武
彦
・
大
伴
連
武
日
從
ふ
。

皇
子
大
碓
命
を
美
濃
に
封
ず
。

冬
十
月
、
日
本
武
尊
、
京
師
を
發
す
。

四
十
三
年
癸
丑
、
東
夷
悉
く
平
ぐ
。

日
本
武
尊
、

　
り
て
伊
勢
の
能
褒
野
に
至
り
て
疾
み
、

俘
虜
を
　
宮
に
獻
じ
、

吉
備
武
彦
を
し
て
、

捷
を
京
師
に
奏
せ
し
め
。
尋
で
薨
ず
。

天
皇
、
悼
惜
し
て
、

其
の
功
名
を
録
し
、

爲
に
武
部
を
定
む
。

五
十
一
年
辛
酉
、
春
正
月
七
日
戊
子
、

群
卿
を
召
し
て
宴
す
る
こ
と
数
日
。

秋
八
月
四
日
壬
子
、

稚
足
彦
尊
を
立
て
ゝ
皇
太
子
と
な
し
、

武
内
宿
禰
を
以
て
棟
梁
の
臣
と
な
す
。
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よ

　

　

　
あ
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あ

は
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み
づ
の
え
い
ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
の
と
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つ
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ご
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ま
の
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つ
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の
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と
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や

さ

か

い

り

ひ

め

　

た

　

　

　

く
わ
う
ご
う

日
本
武
尊
の
献
ぜ
し
所
の
蝦
夷
、

諠
嘩
し
て
禮
な
く
、

　
宮
に
近
づ
く
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、

命
じ
て
之
を
御
諸
山
の
側
に
徙
す
。

夷
虜
、
木
を
伐
り
民
を
劫
か
す
。

詔
し
て
曰
く
、

蝦
夷
、
本
獣
心
あ
り
、

中
國
に
處
き
難
し
。

宜
し
く
其
の
習
性
に
随
ひ
て
、

畿
外
に
分
居
せ
し
む
べ
し
と
。

乃
ち
諸
を
播
磨
・
讃
岐
・

伊
豫
・
安
藝
・
阿
波
に
放
つ
。

五
十
二
年
壬
戌
、

夏
五
月
四
日
丁
未
、

皇
后
播
磨
稲
日
太
郎
媛
崩
ず
。

秋
七
月
七
日
己
酉
、

八
坂
入
媛
を
立
て
ゝ
皇
后
と
な
す
。
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つ

が

五
十
三
年
癸
亥
、

秋
八
月
、
天
皇
、
伊
勢
に
幸
し
、

轉
じ
て
東
海
に
入
る
。

冬
十
月
、
上
總
に
至
り
、

海
路
に
從
ひ
て
淡
水
門
に
抵
る
。

十
二
月
還
り
て
伊
勢
に
至
り
、

綺
宮
に
居
る
。

五
十
四
年
甲
子
、
秋
九
月
十
九
日
己
酉
、

伊
勢
よ
り
還
り
て
、

纒
向
宮
に
居
る
。

五
十
五
年
乙
丑
、
春
二
月
五
日
壬
辰
、

彦
狭
島
王
を
以
て

東
山
道
十
五
國
の
都
督
に
拝
す
。

路
に
薨
ず
。

五
十
六
年
丙
寅
、
秋
八
月
、

御
諸
別
王
を
し
て
、

父
彦
狭
島
の
職
を
襲
が
し
む
。
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い

時
に
、
蝦
夷
擾
亂
す
。

御
諸
別
王
、

討
ち
て
之
を
平
ぐ
。

五
十
七
年
丁
卯
、
秋
九
月
、

坂
手
池
を
作
る
。

冬
十
月
、
諸
國
を
し
て
、

田
部
屯
倉
を
置
か
し
む
。

五
十
八
年
戊
辰
、

春
二
月
十
一
日
辛
亥
、

近
江
に
行
幸
し
て
、

志
賀
に
居
る
。

是
を
高
穴
穂
宮
と
謂
ふ
。

六
十
年
庚
午
、

冬
十
一
月
七
日
辛
卯
、

天
皇
、
高
穴
穂
宮
に
崩
ず
。

倭
の
山
邊
道
上
陵
に
葬
る
。

追
諡
し
て
景
行
天
皇
と
曰
ふ
。


